
平成２６年度 第４回ＦＤ研修会 議事録 

タイトル ①シラバス作成の実際と成績評価の基準と方法 

      ②自学自習を促す教育方法と教育評価方法の検討 

 

１．日時：平成２６年１１月２５日（火） １６：３０～１８：００ 

 

２．場所：講義棟 ２５番講義室 

 

３．内容と目的：① 望まれるシラバス形式の改善と成績評価の方法について、背景の

説明と具体的な対応の紹介により、全学教員の次期シラバス改善を

促す。 

        ② 自学自習を促す教育方法と教育評価方法の検討に向けた取り組み

の紹介をすると共に、シラバス作成実施の具体的案内をすることで

教員間での本件への認識を高める。 

 

４．対象：全教職員 

 

５．スケジュール 

  司会：木下 教育支援室員 

 

 １６：３０～１６：４０ 

   開会挨拶 

     金山紀久 理事 

 

 １６：４０～ 

   講演「シラバス改善による学生の自修習慣の涵養」 

     福島教授 

    

      ～１７：３０ 

講演「これからの教育評価方法」 

    小池正徳 教育支援室長 

 

 １７：３０～１８：００ 

   質疑応答 

    司会：木下 教育支援室員 

     書記：加藤 教育支援室員 

 

【議事録】 

質問 各科目、毎週１時間程度の予習復習の取り組みの内容をシラバスに明示するとあ

るが、それをどのように成績に反映させるのか。例えば、予習復習への取り組みを

厳密に管理することが出来る Moodle を活用している語学科目では、評価に厳密に

反映できている。 

 

回答 講義中に毎回実施している小テストで、予習復習への取り組み程度が把握できて

いる。また、最初の授業で学生には小テストで予習復習の取り組みを確認している

ことを説明している。 

 

質問 予習復習への取り組みの把握には教員に多大な労力がかかることを心配してい

る。 

 

回答 全教員に取り組んでいただきたい。 



 

質問 シラバスで履修するか否かを決めている学生はごく限られている。今回の説明の

ようにさらにシラバスを充実させることで学生にとってはシラバスが複雑化し、

益々、利用されなくなることを懸念している。 

 

回答 シラバスを見ていないことを前提として、最初の授業でシラバスの内容の説明を

し、シラバスの重要性を意識付けることが最初の段階で重要と考えている。 

 

質問 例示された食品栄養学のルーブリックの項目毎の成績基準の考え方についての

質問です。到達目標に達していなくても「可」として良いのか否か、どのように評

価基準を設けたら良いのか。 

 

回答 この科目では、講義する内容だけでは可レベルまで、自修で秀レベルに達するの

で、例示した基準で評価することができると考えている。 

 

意見 学生にシラバスの利用を普及させるために、成績評価への不服申し立てにシラバ

スを活用できることを学生に周知したらよい。 

 

質問 今後導入される１１段階評価に対応したルーブリックの作成は困難ではないか。

例えば、ルーブリック表に各項目の小テストの点数を示してはいかがか。 

 

回答 検討します。 

 

質問 シラバスの充実化だけではなく体系的に学ばせるための履修指導をセットにす

る必要が有るのでないか。 

 

回答 カリキュラムマップと履修モデルを充実させます。 

 

質問 ポートフォリオは誰が管理するのか。複数の教員が管理した方が良いのでは。 

 

回答 １年生はクラス担任、２年生から研究室配属まではユニット担任、３年生の研究

室配属後は研究室教員の各教員と学生本人が管理する。これ以上、管理する教員を

増やすことは無い。 

 

  今回の成績基準では不可にも点数がつく。これは、グローバル化対策の一つで、

留学を目指した時に、海外の基準に則した基準としたことで GPAスコアに不利が生

じないようにしている。 

 

質問 海外のポートフォリオでは、学業以外を含んでもっと広範で、意味が違うようだ

が。 

 

回答 学修ポートフォリオとしているように、学内での学業に関するポートフォリオと

している。 

 

質問 今後のスケジュールを確認させて下さい。 

 

回答 ルーブリックは作成法を検討後、今後について連絡します。畜産科学課程のシラ

バスは１２月中旬に照会をかける予定です。共同獣医学課程については北大との調

整が必要になります。 



 

平成２６年度 第４回ＦＤ研修会実施要項 
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1章:FDの背景説明 

なぜ，シラバスや学習指導及び評価基準につ
いて，大学が頭をひねらないと行けないのか？ 

時代は変わったという認識が大事 









中教審の資料より 



高校生も自宅学習が減少傾向 
中教審の資料より 



問題点 
高校生は以前ほど勉強していない。 

大学卒業生にふさわしい，学士力（専門知識並びに教
養（基礎学力））の付与は，大学で行うしかない。 

現状は大学生になってから，勉強に励んでいるとは言い難い。 

大学の教育改善で生涯学び続け、主体的に考える人材を養成 

かつては，良くも悪くも，受験地獄によって，自修習慣，
基礎学力は中等教育である程度完了していた。 



新たな未来を築くための 
大学教育の質的転換に向けて 

～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～ 
（答申） 

平成２４年８月２８日 
中央教育審議会 

• 大学においては、各大学の状況を踏まえ、例えば、以下のような取組を行い、学士課程教育の質的転換を
図ることが求められる。 

• （ア） 学長を中心として、副学長・学長補佐、学部長及び専門的な支援スタッフ等がチームを構成し、当該
大学の学位授与の方針の下で、学生に求められる能力をプログラムとしての学士課程教育を通じていかに
育成するかを明示すること、 

• プログラムの中で個々の授業科目が能力育成のどの部分を担うかの認識を担当教員間の議論を通じて共
有し、他の授業科目と連携し関連し合いながら組織的な教育を展開すること、プログラム共通の考え方や
尺度（アセスメント・ポリシー）に則った成果の評価、その結果を踏まえたプログラムの改善・進化といのっと
う一連の改革サイクルが機能する全学的な教学マネジメントの確立を図る。 

• 学長を中心とするチームは、学位授与の方針、教育課程の編成・実施の方針（※）学修の成果に係る評価
等の基準について、改革サイクルの確立という観点から相互に関連付けた情報発信に努める。特に、成果
の評価に当たっては、学修時間の把握といった学修行動調査やアセスメント・テスト（学修到達度調査）
（※）、ルーブリック（※）、学修ポートフォリオ等、どのような具体的な測定手法を用いたかを併せて明確に
する。 

• 教育プログラムの策定においては、ＣＡＰ制（※）やナンバリング等を実際に機能させながら、教員が個々
の授業科目の充実にエネルギーを投入することを可能とするように授業科目の整理・統合と連携を図る。
また、学位授与の方針に基づく組織的な教育への参画、貢献についての教員評価を行い、教員の教育力
の向上・改善や処遇の決定、顕彰等に活用する。 

• 学部長の選任に当たっては、学長のリーダーシップの下で教学マネジメントを担い、大学教育の改革サイク
ルの確立を図るチームの構成員としての適任性という観点も重視 



大学に求められること 

• AP,CPおよびDPの明示 
• 上記に基く各教科の繋がりの明示（ナンバリング） 

シラバスの充実 
準備学習時間の確保 
評価基準の設定と明示（ルーブリック表等の活用） 
教育効果の定量評価（アセスメントテスト，ポートフォリオ） 

学生の目的意識の向上 

学問をする意欲の増加 

生涯学び続け、主体的に考える人材の育成(高い学士力） 

昨年度おおむね完了 

これから行うべき課題 



シラバス改善による学生の自修習慣の涵養 

第2章 

１．シラバス作成のポイント 
２．自修習慣の涵養のためのシラバスによる準備学習指導 



               授業計画（シラバス） 
各授業科目の詳細な授業計画。一般に、大学の授業名、担当教員名、
講義目的、各回ごとの授業内容、成績評価方法・基準、準備学修等
についての具体的な指示、教科書・参考文献、履修条件等が記され
ており、学生が各授業科目の準備学修等を進めるための基本となる
もの。また、学生が講義の履修を決める際の資料になるとともに、教
員相互の授業内容の調整、学生による授業評価等にも使われる。ア
メリカでは、教員と学生の契約書と理解されている例もある。 
授業内容の概要を総覧する資料（いわゆるコース・カタログ）とは異な
り、科目の到達目標や学生の学修内容、準備学修の内容、成績評価
の方法・基準の明示が求められる。 

中央教育審議会の資料（2012）より抜粋 



実践編 



到達目標について具体的に書く 



1．講義内容を詳細に書く（今迄通り） 
 
２．予習復習を確認する項目（小テスト
やレポート等を入れる。）（必ずしも毎
回行う必要はない。しかし講義内容が
一段落した部分での小テストもしくは
レポートを課すことが望ましい（少なく
とも５回に1回程度） 

内容 



予習・復習についての項目を具
体的に書く。 



シラバス作成のポイント 

• 到達目標を明確にする。 
• 準備学習（いわゆる予習復習）についても記
述する。 

• 評価方法についても明確に示すこと。 
 

 
授業内容の概要を総覧する資料（いわゆるコース・カタログ） 

とは異なることを認識 



２．自修習慣の涵養のためのシラバ
スによる準備学習指導 

 



• （単位） 
第二十一条  各授業科目の単位数は、大学において定めるものとする。 
２ 前項の単位数を定めるに当たつては、一単位の授業科目を四十五時間の学修を必要とする内容をも

つて構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修
等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 
一  講義及び演習については、十五時間から三十時間までの範囲で大学が定める時間の授業 
   をもつて一単位とする。 
二  実験、実習及び実技については、三十時間から四十五時間までの範囲で大学が定める時 
   間の授業をもつて一単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の 
   授業については、大学が定める時間の授業をもつて一単位とすることができる。 
三  一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用に 
   より行う場合については、その組み合わせに応じ、前二号に規定する基準を考慮して 
   大学が定める時間の授業をもつて一単位とする。 
 

大学設置基準から抜粋 

１５回の通常講義は２単位（1コマ），９０時間の学習を予習・授業・復習を「必要」とす

ることを標準的な前提とすると，１コマ，２時間 ×15回の通常授業では  
2× 15 ＝ 30時間 （90時間の1/3） 
∴90 - 30= 60 時間は授業外の時間（準備学修（予習・復習））となり， 
1コマの授業(2単位）につき，1週間当たりおよそ4時間の準備学修が必要となる。 

大学設置基準に定められている，自修時間 



設置基準を現実に当てはめると・・・ 

• 1年間で40単位習得する学生をモデルに試算 
• 10科目／1週間 
必要な準備学修時間 ４X10＝４0時間 
月曜日～金曜日は一日８時間準備学習が必要 

現実的か？ 



中教審の資料より 
週10時間程度の自宅学習(準備学修）から始めるのが現実的 



• 1年間で40単位習得する学生をモデルに試算 
• 10科目／1週間 
• 月曜日～金曜日は一日2時間自宅学習すると想定 
• 概ね，各科目は一時間程度の予習復習の内容を
シラバスに明示する。 

1科目（2単位）に必要な最低レベルの準備学習時間（い
わゆる予習復習）の現実的なレベル。 

毎日，2時間は勉強する 
生活サイクルの確立 

課外活動等との両立が可能なレベル 

講義に対しての自修意識の向上 



第3章 

これからの教育評価方法 



【ルーブリック】 
 • 米国で開発された学修評価の基準の作成方法であり、

評価水準である「尺度」と、尺度を満たした場合の「特
徴の記述」で構成される。記述により達成水準等が
明確化されることにより、他の手段では困難な、パ
フォーマンス等の定性的な評価に向くとされ、評価
者・被評価者の認識の共有、複数の評価者による評
価の標準化等のメリットがある。コースや授業科目、
課題（レポート）などの単位で設定することができる。 
 

• ルーブリック評価とは、評価指標（評価規準）＝ 
criteria ＝学習活動に応じたより具体的な到達目標）
と、評価指標に即した評価基準（standards＝ scales 
＝ description ＝どの程度達成できればどの評点を
与えるかの特徴の記述）のマトリクスで示される配点
表を用いた成績評価方法のことである。 
 





 



  評価項目（１） 評価項目（２） 評価項目（３） … 

秀 評価基準 評価基準 評価基準 … 

優 評価基準 評価基準 評価基準 … 

良 評価基準 評価基準 評価基準 … 

可 評価基準 評価基準 評価基準 … 

不可 評価基準 評価基準 評価基準 … 

縦軸に成績基準，横軸に評価項目を設定し，各欄にそれに合わせた評価基準を 
記述する。 

科目の成績を多面的に評価することができる。 

実際の当てはめ方（あくまでも提案） 



作成例（福島教授の食品栄養学） 



評価基準を表形式で表示することが
望ましい 

評価 食品に含まれる様々な栄
養成分について関心を持
つ 

各種栄養素が生体内で
どのように作用している
か考えることができる 

各種栄養素が生体内で
作用する代謝マップをわ
かるように書くことができ
る 

各種栄養素の性質・役割
を理解して食品開発への
利用方法を説明できる 

秀 食品に含まれる様々な栄
養成分について詳細に説
明でき，それ以外に食品
ごとに特有の成分につい
ても詳しく説明できる 

複数の栄養素の生体内
での作用を詳しく説明で
き、それ以外に食品ごと
に特有の成分の作用に
ついても詳しく説明できる 

複数の栄養素の生体で
作用する代謝マップをわ
かるように書くことができ、
複数の栄養素の作用と
関連付けて詳しく説明で
きる 

各種栄養素の性質・役割
を理解して食品開発への
利用方法や有用な栄養
素を含む食品の利点など
について詳しく説明でき
る 

優 食品に含まれる様々な栄
養成分について詳細に説
明できる 

複数の栄養素の生体内
での作用を詳しく説明で
きる 

複数の栄養素の生体で
作用する代謝マップをわ
かるように書くことができ、
そのうちの一つについて
栄養素と関連付けて簡単
に説明できる 

各種栄養素の性質・役割
を理解して食品開発への
利用方法を詳しく説明で
きる 

良 食品に含まれる様々な栄
養成分について簡単に説
明できる 

複数の栄養素の生体内
での作用を簡単に説明で
きる 

複数の栄養素の生体で
作用する代謝マップをわ
かるように書くことができ
る 

各種栄養素の性質・役割
を理解して食品開発への
利用方法を簡単に説明で
きる 

可 一つの栄養成分について
簡単に説明できる 

一つの栄養素の生体内
での作用を簡単に説明で
きる 

一つの栄養素の生体で
作用する代謝マップをわ
かるように書くことができ
る 

一つの栄養素の性質・役
割を理解して食品開発へ
の利用方法を簡単に説
明できる 

不可 食品に含まれる栄養成分
についてまったく説明で
きない 

栄養素の生体内での作
用をまったく説明できない 

栄養素が生体内で作用
する代謝マップをまったく
書くことができない 

各種栄養素の性質・役割
を理解して食品開発への
利用方法についてまった
く説明できない 



実際の評価方法 

• 試験のみでも可能（記述，選択，図表読解問
題をもちいての多角的な出題が条件） 

（多人数授業の場合は試験の方が公平性を担
保できる可能性は高い） 
• 50名程度の講義の場合：レポート，クイズ，試

験を組み合わせて多面的に評価する方がよ
り良い 



さらなる課題 

• 帯広畜産大学卒業（修了）にふさわしい到達度
の評価（教育内容と学生の学士力）も必要か？ 

ミクロ的視点（学生個人）から 学修ポートフォリオ 
 
マクロ的視点（全学生）から  アセスメントテスト 
 

教育効果を定量的にとらえ，改善につなげる。 



学修ポートフォリオ 
• 学生が、学修過程ならびに各種の学修成果（例えば、

学修目標・学修計画表とチェックシート、課題達成の
ために収集した資料や遂行状況、レポート、成績単位
取得表など） を長期にわたって収集し、記録したもの。
それらを必要に応じて系統的に選択し、学修過程を含
めて到達度を評価し、次に取り組むべき課題をみつけ
てステップアップを図るという、学生自身の自己省察
を可能とすることにより、自律的な学修をより深化させ
ることを目的とする。従来の到達度評価では測定でき
ない個人能力の質的評価を行うことが意図されている
とともに、教員や大学が、組織としての教育の成果を
評価する場合にも利用される。 

個々の学生の大学での教育履歴を一つのファイルにまとめ教育の効果を定量的に 
評価できるようにする。 



宮崎大学の例（専門課程） 



宮崎大学の例（基盤・共通課程） 



学生による自己評価記入表 



ポートフォリオについて 

• 帯広畜産大のDPにマッチする項目を今後検
討を開始する必要がある。 

各ユニット，専攻等で今後検討いただく必要 

教育支援室で素案を作成 



アセスメント・テスト（学修到達度調査） 

• 学修成果の測定・把握の手段の一つ。ペーパーテスト
等により学生の知識・能力等を測定する方法の総称
で、標準化テストとも呼ばれる。米国等で導入されて
いるCLA,ETS® Proficiency Profile,CAAP,ETS® Major Field 
Tests等がこれに当たる。 

• 米国で導入されているアセスメント・テストは、一般に、
大学内で抽出された低学年・高学年双方の学生が受
験し、その点数の推移等で大学の教育効果を把握す
る目的で導入されているものであり、学生個々人の能
力を判定するものとは異なる 

教務担当組織等が行う評価テストで，学生個々の評価ではなく， 
大学教育の到達度を測定する調査 



京都工芸繊維大学 
における試行例 

その大学卒業生として最低限 
知るべき知識の問題 

教員個々で対応するというより， 
学部，研究科全体で考えるべき 

導入の可否について 
さらなる検討が必要 



今後の予定（提案） 
・平成27年度より実施 
 シラバスの内容の充実（準備学習の内容と分量） 
 ルーブリックの活用（講義初日に学生に配布） 
 

・平成28年度より実施 
 ポートフォリオの導入 
 

・実施の可能性を検討する（年次未定） 
 アセスメントテスト 
 
 
 
   





追加説明 



平成２７年度入学者からの新ＧＰＡ制度導入について 

 帯広畜産大学では、グローバル化に対応して、
海外留学・海外大学院進学等に向けたＧＰＡ制度
を新たに制定しなければならないとの判断をした
平成２７年度入学者からは、「秀・優・良・可・不可」
の評価を廃止し、「Ａ+，Ａ，Ａ-，Ｂ+，Ｂ，Ｂ-，Ｃ+，Ｃ
Ｄ，Ｄ-，及びＦ」の１１段階評価を導入し、Ａ+からＣ
までを合格とする成績評価の改正を行う。 



旧 新 
成績評価 ＧＰ 評点 成績評価 新ＧＰ 評点 学修成果の質 

秀 ４．０ 90点以上 

Ａ+ ４．３ 95～100 
授業科目の到達目標のすべての面で秀逸な学修成果をあ
げた。 

Ａ ４．０ 90～94 
授業科目の到達目標のすべての面で優秀な学修成果をあ
げた。 

優 ３．０ 80点以上 

Ａ- ３．７ 85～89 
授業科目の到達目標のほとんどの面で優秀な学修成果を
あげたが、一部において良好な結果にとどまった。 

Ｂ+ ３．３ 80～84 
授業科目の到達目標のすべての面で良好な学修成果をあ
げた。 

良 ２．０ 70点以上 

Ｂ ３．０ 75～79 
授業科目の到達目標のほとんどの面で良好な学修成果を
あげたが、一部において良好とまでは言えないな結果にとど
まった。 

Ｂ- ２．７ 70～74 
授業科目の到達目標のいくつかの面で良好な良好な学修
成果をあげたが、全体として良好とまでは言えない結果にと
どまった。 

可 １．０ 60点以上 

Ｃ+ ２．３ 65～69 
授業科目の到達目標のほとんどの面で合格となる最低限の
学修成果であったが、良好な面がいくつかあった。 

Ｃ ２．０ 60～64 
授業科目の到達目標のすべての面で合格となる最低限の
学修成果であった。 

不可 ０ 60点未満 

Ｄ １．０ 50～59 
授業科目の到達目標全体として合格となる最低限の学修成
果より少し低い結果であった。 

Ｄ- ０．７ 0～49 
授業科目の到達目標のほとんどまたはすべての面で合格と
なる最低限の学修成果はなかった。 

Ｆ ０ 評価無し 
学修成果を示す証拠はなかった。 （例）試験の未受験、授
業出席回数不足 



旧 
成績評価 ＧＰ 評点 

秀 ４．０ 90点以上 

優 ３．０ 80点以上 

良 ２．０ 70点以上 

可 １．０ 60点以上 

90-94点 →  A   GP:4.0 

95-100点→ A+   GP:4.3 

80-84点→     B+    GP:3.3 

85-89点→     A-    GP:3.7 

70-74点→     B-   GP:2.7 

75-79点→    B      GP:3.0 

60-64点→     C     GP:2.0 

65-69点→     C+    GP:2.3 

ここまでは合格 



不可 ０ 60点未満 

1 - 49点→ D-     GP:0.7 

50－59点→  D        GP:1.0 

   0点      → F        GP:0 対象外 

不可においても，GPが付加される。 
あと少しで最低到達度に達する不可（D）とほとんど到達していない不可（D-) 
に分類される。 
出席不足や課題未提出（試験欠席も含む）の場合は現在の対象外と同様のFとなる 



 

新 

成績評価 学修成果の質 

Ａ+ 授業科目の到達目標のすべての面で秀逸な学修成果をあげた。 

Ａ 授業科目の到達目標のすべての面で優秀な学修成果をあげた。 

Ａ- 授業科目の到達目標のほとんどの面で優秀な学修成果をあげたが、一部にお
いて良好な結果にとどまった。 

Ｂ+ 授業科目の到達目標のすべての面で良好な学修成果をあげた。 

Ｂ 
授業科目の到達目標のほとんどの面で良好な学修成果をあげたが、一部にお
いて良好とまでは言えない結果にとどまった。 

Ｂ- 授業科目の到達目標のいくつかの面で良好な学修成果をあげたが、全体とし
て良好とまでは言えない結果にとどまった。 

Ｃ+ 
授業科目の到達目標のほとんどの面で合格となる最低限の学修成果であった
が、良好な面がいくつかあった。 

Ｃ 授業科目の到達目標のすべての面で合格となる最低限の学修成果であった。 
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